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「
健
康
」
と
「
病
気
」
の
間
に

「
未
病
」を
置
く
考
え
方
が
東
洋

医
学
だ
そ
う
で
す
。
な
ん
だ
か

身
体
の
調
子
が
お
か
し
い
、
病

院
で
調
べ
て
も
病
名
が
付
か
ず

様
子
を
観
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

の
が
こ
れ
。
こ
の
時
期
に
活
躍

す
る
の
が
、
古
来
か
ら
伝
承
さ

れ
て
き
た
漢
方
薬
や
鍼
灸
等
で

す
。

　

こ
の
時
期
を
甘
く
見
る
と
危
な

い
の
で
す
が
、
こ
の
間
に
元
気
を

取
り
戻
せ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
。

そ
れ
に
は
ま
ず
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

 

・
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
は
？

 

・
運
動
不
足
で
は
？

 

・
た
め
息
ば
か
り
の
ス
ト
レ
ス
？

等
々
で
す
。
わ
か
っ
て
は
い
る
け

ど
続
か
な
い
？
で
は
仲
間
と
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
え
っ
、

こ
れ
も
無
理
？
じ
ゃ
あ
、
こ
ん
な

方
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
数
人

の
仲
間
で
ビ
ン
に
毎
月
１
０
０
円

ず
つ
貯
め
入
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
を
使
え
る
の
は
、
最
後
に
生

き
残
っ
た
元
気
な
二
人
だ
け･･･

な
ん
て
い
う
の
は
？

白井己致子 さん

（うでこき）

み ち こ

小須戸文化協会 会長

元
気
で
長
生
き

　
　

 

積
立
貯
金

杉 本 昭 彦 さん

　

第
23
回
松
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
祭
り

が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
台
の
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
に
ヨ
ー

ヨ
ー
遊
び
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
全
て

自
治
会
手
作
り
の
祭
り
で
す
。
子

供
み
こ
し
で
元
気
な
声
が
町
内
中

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
あ
つ
い
！
夏
祭
り
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。
小
須
戸
地
区
で
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
祭
り
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

　

今
年
も
小
須
戸
商
工
ま
つ
り
は

賑
わ
い
ま
し
た
。
飲
食
・
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
夕
方
か
ら
は
夕
涼
み

の
会
で
楽
し
み
ま
し
た
。

  

猛
暑
と
全
国
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、

各
地
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
は
、
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
須
戸
地
区
文
化
祭
も
市
民
展

は
第
43
回
、
芸
能
祭
は
第
33
回
を

迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
小
須
戸
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
も

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
「
手
づ
く
り
」

の
文
化
祭
で
す
。
出
品
料
も
出
演

料
も
無
料
で
日
頃
研
鑽
し
て
き
た

力
作
（
市
民
展
）や
熱
演（
芸
能
祭
）

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
鑑
賞

し
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
文
化
・
芸
術
活
動
が
人

の
心
を
豊
か
に
し
、
日
々
の
生
活

に
活
力
を
あ
た
え
る
と
同
時
に
地

域
の
皆
様
の
絆
と
親
睦
が
一
層
深

ま
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
生
の
三
感
王
、「
感
心
す
る
」、

「
感
動
す
る
」、「
感
謝
す
る
」

　
　
　

（
歌
手 

加
山
雄
三
の
言
）

の
心
を
大
切
に
し
て
、
小
須
戸
地

区
文
化
祭
へ
の
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
小

須
戸
喧
嘩
燈
籠
祭
り
。
朝
降
っ
て

い
た
雨
も
あ
が
り
、
街
に
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
と
も
に
勇
壮
な
燈

籠
が
練
り
歩
き
、
夕
方
に
は
激
し

い
押
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
ロ
コ
モ
体
操
体
験
会

日  

時　

９
月
26
日
 （火）

　
　
　

  

午
前
10
時
～
12
時

会  

場   

小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ

        

ン
タ
ー 

１
階 

保
育
室

参
加
費
無
料
、
タ
オ
ル
持
参

◎
町
屋
や
寺
院
で
演
奏
を
楽
し
む

　

ま
ち
な
か
演
奏
会

日  

時　

10
月
７
日
 （土）

　
　
　

 

午
後
３
時
30
分
～
８
時

会  

場 

小
須
戸
本
町
通
り
界
隈

※

問
い
合
わ
せ
は

小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　

（
☎
２
５
ー
７
０
６
９
）

文
化
祭
を
皆
さ
ん
の
手
で

文
化
祭
を
皆
さ
ん
の
手
で

文化祭文化祭文化祭文化祭文化祭文化祭 大募集文化祭 品出 品出
演出 演出

市民展市民展市民展市民展
作品
募集

芸能展芸能展芸能展芸能展
11月1212日（日）（日）

出演
募集

11月12日（日）

小須戸伝統の文化祭 あなたの出番で小須戸伝統の文化祭 あなたの出番です！小須戸伝統の文化祭 あなたの出番です！

10月28日（土（土）～）～10月29日（日）（日）10月28日（土）～10月29日（日）

1. 市民展会場 小須戸まちづくりセンター

2. 部門 日本画・洋画・書道・写真・工芸・
版画・彫塑・文芸・その他

3. 出品資格 秋葉区内に在住または
通勤通学している方

4. 出品点数 １人２点以内

6. 出品料 無料

8. 搬入
10月27日（金）午後４時～午後７時（予定）
小須戸まちづくりセンターへ

9. 搬出
10月29日（日）午後４時～午後６時
（当日、必ず搬出してください）

10. その他 作品の保全
責任を持って取り扱いますが、不慮の災害・
事故等についてはこの限りではありません　　　　　

5. 展示 出品作品はすべて無審査で展示します
展示期間中の搬出はできません
展示方法は主催者側に一任ください

９月19日（火）～10月４日（水）
小須戸地区公民館へ
※締切厳守

7. 出品申込み（ＦＡＸも可）

1. 芸能祭会場 小須戸まちづくりセンター
３階多目的ホール

2. 部門 演奏・唄・踊り・ダンス
体操・その他

3. 出演募集 自薦・他薦問わず秋葉区で
活動している音楽・芸能団体

4. 出演資格 小須戸文化協会所属団体と
秋葉区内で活動している団体

5. 出演料 無料

6. 出演時間 １団体10分以内

〒956-0101 秋葉区小須戸120-5
TEL:0250-25-5715
FAX:0250-38-5210

小須戸地区公民館

7. 出演申込み

（申込み・問合せ）

出演申込書に記入して切り離し、
９月19日（火）～10月４日（水）までに
小須戸地区公民館へ　※締切厳守
※市民展出品者・芸能祭出演団体は、
　10月13日（金）午後７時から開催す
   る会議に必ず出席して下さい。

（ＦＡＸも可）

夏
祭
り
２
０
１
７ 

点 

描

１
点
目

２
点
目

３
点
目

8/20
第 23回松ヶ丘ふれあい祭り

8/20　商工まつり
結心こすどのよさこい踊り

8/25　小須戸喧嘩燈籠まつり

小
須
戸
コ
ミ
協
か
ら

　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

典典 ・講演会 内内
小須戸中学校創立７０周年記念

式典 ・講演会の御案内

◎日　　時　１０月２７日（金）
　　　　　　午後２時から３時３０分
◎会　　場　小須戸中学校体育館
◎主な内容
　式　典　　式辞、実行委員長挨拶、
　　　　　　来賓祝辞
　　　　　　７０周年記念生徒会宣言
　講演会
　　演題「わたし達はどう生きるか。
　　　　　　ふる里に想う
　　　　　　～書を通して学んだこと～」
　　講師　村山　臥龍　様
　　・小須戸中学校第１８回生。
　　・書家（龍門書道会主宰）
　　・国内はもとより、アメリカ合衆国、
　　　香港、台湾など海外での個展多数。
　　・創立５０周年記念講演会講師。
　　　記念の体育館の扁額「行不由径」
　　　を揮毫。
◎一般の皆様の御来場も歓迎いたします。
　入場無料。９月１５日から９月３０日
　の間、小須戸中学校、「小須戸まちづく
　りセンター」もしくは「ふれあい会館」
　に入場整理券を御用意しています。
◎問い合わせは小須戸中学校
　（☎３８－２１３３）

◆市民展・芸能祭の募集要項および申込書は
　下記の施設内にあります。　

小須戸地区公民館・小須戸出張所
小須戸まちづくりセンター
小須戸地区ふれあい会館
新津地区公民館

文
化
祭
を
皆
さ
ん
の
手
で
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
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
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



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






文　

芸　

欄

「
砂
山
」
を
弾
く
二
千
人
の
晩
夏
か
な　
　

佐
久
間
久
子

コ
ス
モ
ス
の
風
が
乗
り
込
む
無
人
駅　
　
　

渡

辺

信

子

鉄
塔
の
塗
替
え
工
事
夏
つ
ば
め　
　
　
　
　

吉

澤

文

子

青
あ
お
と
分
け
つ
多
し
稲
の
花　
　
　
　
　

吉

田

松

子

向
日
葵
の
空
か
が
や
き
て
負
け
ず
咲
く　
　

丸

山

紀

子

山
門
の
仁
王
に
日
傘
た
た
み
け
り　
　
　
　

中

野

太

浪

言
の
葉
の
清
し
き
人
や
白
日
傘　
　
　
　
　

本

多

玲

子

遠
方
よ
り
見
舞
の
電
話
梅
雨
出
水　
　
　
　

風

間

幸

子

あ
り
し
日
の
ち
ち
は
は
偲
ぶ
端
居
か
な　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

晩
酌
の
男
料
理
や
茄
子
炒
め　
　
　
　
　
　

間

野

え

り

台
湾
の
マ
ン
ゴ
ー
香
る
写
経
の
間　
　
　
　

馬

場

綾

子

淋
し
さ
に
負
け
ち
ゃ
ダ
メ
だ
と
月
笑
ふ　
　

上
田
ス
ミ
イ

　
　
　
　ま

だ
暑
い
朝
の
目
覚
め
に
秋
の
風　

  　
　

増

井

都

留

白
髪
と
茶
髪
溶
け
合
う
秋
祭
り　
　
　
　
　

会

田　

修

正
直
に
生
き
た
証
の
笑
い
皺　
　
　
　
　

  

保

科

志

枝

無
理
難
題
し
び
れ
る
足
が
聞
い
て
い
る　
　

能
登
と
し
お

見
栄
を
張
る
心
が
世
間
狭
く
す
る　
　
　
　

風
間
源
一
郎

稲
穂
揺
る
羽
後
に
浮
き
た
る
九
十
九
島　
　

　

黄
金
の
波
に
緑
鮮
や
か　
　
　

    　
　

久
保
ミ
ネ
子

鎌
を
研
ぎ
涼
し
い
う
ち
に
庭
仕
事

　

夏
草
取
り
て
先
祖
迎
え
る　
　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

墓
参
り
終
り
て
帰
る
人
々
を

　

追
ふ
ご
と
蜩
鳴
き
続
け
ゐ
る　
　
　
　

吉
高

橋

キ

ヨ

父
母
と
友
幼
き
頃
の
ふ
る
さ
と
は

　

遠
く
に
な
れ
ど
思
い
は
巡
る　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

子
ツ
バ
メ
は
帰
ら
ぬ
親
を
待
ち
つ
づ
け

　

見
守
る
我
は
な
す
す
べ
も
な
く　
　
　
　

こ　

み　

け

〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

ひ

か

ば
ん

い

な

し
ゃ

ま

き
ょ
う

す

い
た

は
し

つ

ゆ

で

み
ず

ゆ

お
わ

ひ
ぐ
ら
し

つ

く

も

に

お
う

こ
と

す
が

し
ろ

が
さ

ひ

ぶ
ん

ひ

ま

わ

り























































文　

芸　

欄

　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
25
日（
月
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。







俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



　８月11日（金）山の日の祝日に、

約2,500名の来場者を迎えて山の

手地区の大イベントであるふれ

あい夏まつりが大盛況のうちに

終了いたしました。

　このまつり実施の陰には、自

治会や中学生ボランティア、一般ボランティアなど、のべ270名が当日の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備や片付け、開催スタッフとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　て協力していただいています。事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　故もなく無事に終わることができ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年も災害時の有事の際地域の協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　力体制が一層結ばれた夏まつりと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なりました。

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山の日を山の手の日に！
『第11回山の手地区ふれあい夏まつり』開催

新潟薬科大学　薬学部学生による
「健康・自立セミナー」

小須戸コミ協と新潟薬科大学が協力をして、病気の予防や治療についての

セミナーや漢方薬の体験学習などを行います。

　第１回　　９月１６日（土）10：00 ～ 11：30

　　　　　　◆「糖尿病と脂質異常症」　◆漢方薬の体験学習　「芍薬甘草湯」

　第２回　　１１月２５日（土）10：00 ～ 11：30　　　　

　　　　　　◆「便秘と下痢」　　　　　◆漢方薬の体験学習「大建中湯」

　第３回　　2018年３月３日（土）10：00 ～ 11：30　

　　　　　　◆「急性腰痛と胃炎」　

　　　　　　◆漢方薬の体験学習

　　　　　　　　　　　「安中散」

会場はいずれも小須戸まちづくり

センター２Ｆ研修室

申込不要、参加費無料

お気軽に、お好きな回にご参加く

ださい

第15回 蒼丘の里 秋祭り

１０月２１日(土)
特別養護老人ホームこすど蒼丘の里

※会場は、こすど蒼丘の里施設内となり

  ます。

※施設前駐車場には限りがありますので、

  お車でのご来場は極力ご遠慮ください。

  （矢代田駅徒歩10分）

問合せ先：
特別養護老人ホーム こすど蒼丘の里

☎0250-61-0333（担当：若月・吉田）

秋祭りスケジュール 屋台コーナー

13:15～屋台開始

14:00～秋祭り開始

14:05～余興開始

（小須戸中吹奏楽部／

レクダンス花の輪会／

さつき会／幸代会 )

～16:00 秋祭り終了

　　　　　　 （予定）

13:15～
チーまる子 (チーズ

入りのたこ焼き )、

ぽっぽ焼き、わたあ

め、やきそばなどの

飲食ブースと、わな

げ、ヨーヨーつり等

のゲームコーナーを

準備いたします！
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今
年
の
夏
休
み
も
子
ど
も
た
ち

に
は
様
々
な
体
験
が
待
っ
て
い
ま

し
た
。
小
須
戸
コ
ミ
協
と
の
共
催

で
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
「
お
は
よ
う
朝
ご
は
ん
」

親
子
で
減
塩
を
考
え
た
食
事
づ
く

り
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

 
 

大
人
気
の
「
や
っ
て
み
よ
う
科

学
実
験
」
は
、
今
年
も
新
潟
薬
科

大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆

さ
ん
か
ら
講
師
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
指
紋
の
検
出
」
「
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
多
い
飲
み
物
は
？
」「
ス

ラ
イ
ム
作
り
」
ど
れ
も
興
味
津
々

の
内
容
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
と

想
像
力
を
掻
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

7/30　おはよう朝ごはん
　　　　（まちづくりセンター）

8/22　科  学  実  験
          （まちづくりセンター）

8/23　科  学  実  験
          （ふれあい会館）

 
 

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
「
ア
ジ
ャ
タ
・
ス
リ
ッ
パ
卓

球
」
「
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

 
 

新
し
い
発
見
と
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
夏
休
み
で
し
た
。
来
年
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

8/7　アジャタ・スリッパ卓球
               （小須戸体育館）

8/17　チャレンジダンス
            （ふれあい会館）

　

地
元
天
ヶ
沢
の
「
大
沢
森
林
公

園
」
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

し
た
。
自
然
と
ふ
れ
あ
う
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
ア
ル
フ
ァ
米
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

8/4　デイキャンプ
　　  （大沢森林公園）

知学（地学）健康ウォーク参加者募集
地域の知られていないお宝発見！

「矢代田油田編」
　江戸時代の初め (1613 年）頃に発見された

矢代田地区の油田開発の歴史や地質学上貴重

な場所をガイドさんと一緒に行程約８キロ、

３時間かけて歩きます。

日　　時　10 月 22 日（日）　

　　　　　午前９時花の湯館前集合

　　　　　９時 30 分出発　※小雨決行

募集人員　先着 30 名

　　　　　 （小学生以下は保護者同伴）

参 加 費　３００円（当日徴収）

行　　程
花の湯館⇒天ヶ沢 （オイルピット・採掘横穴）

⇒松ヶ丘（地層）⇒大沢公園トイレ休憩（安山

岩の柱状節理・枕状溶岩）⇒鎌倉（アスファル

タイトの露出・石油が流れる伝兵衛沢の水路・

古い油井戸跡）⇒花の湯館（鉱泉・天然ガスの

湧き出し）12 時 30 分頃到着予定

（花の湯館入湯割引券配布）

※小須戸地区からは区バスも便利です。

持ち物他　歩きやすい服装、靴で飲み物、

          タオル持参

申込方法　10 月 13 日（金）までに小須戸地区

          ふれあい会館（☎38-3151）又は、

　　　　　小須戸まちづくりセンター（☎25-

　　　　　7069) に備え付けの参加申込書に

　　　　　記入の上、申し込み願います。

主　　催　山の手コミ協、小須戸コミ協

後　　援　小須戸地区スポーツ振興会


